
3．調　査　結　果

　の調査状況

　永久方形区は，！978年の第1回調査時点で39ケ所設定した。しかし，後日，おもに

人為的な植生破壊等により，継続的な謁査が不可能となった調査区が5ケ所生じ，結果

的には残りの34ケ所の調査地点で継続調査が進められてきた。

　継続調査が進む段階においても，永久方形区内の植生の撹乱や破壊によって，調査区

番号PQ－23，PQ漏25の両地点が1981年秋季の段階でさらに継続調査不可能となった。

　また，1980年以降の調査では，1979年置調査数次4までの調査結果から，とくに水

分環境に対して，もっとも高い指標性を有すると考えられる18ケ所の方形区について毎

年2回の継続調査をつづけ，残りの16ケ所の調査区については適時調査をすることとし

て進められてきた。

　も）永久方形区の植生動態

　1978年5月から1982年9月掛で，調査数次8回にわたって，進められてきた各永久

方形区内の植生動態について，以下1）～24）にそれぞれまとめられている。

　出現種の動態については，ゴルフ場内のシバ草地を除いては，ほとんどの調査区にお

いて何らかの種の動態変化が認められている。とりわけ，出現種数の多い森林植生にお

いて種の消長が激しい。しかし，これら調査区内の種の動態変化は，必ずしも水分環境

に対しての反応という訳ではなく，多分に群落内の種の遷移に関係しているものと考え

られ，今後の課題とされる。

　全1：tl現種類数の変化でみると，多くの調査区で，出現室数の増加がみとめられる。こ

れは，水分環境が乾性に向っていることと，やはり，群落内の遷移に関係しているとい

うことができる。また一部門は，ほとんど変化していない調査区，および逆に出現種数

が減少している調査区もみとめられた。
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蓑2　永久調査区の水公環境に対する指標性

水分環境に高い指標性を有する調査区

生活形スペクトル8群：

　Th，H，　HH，G　のおもに草本植物晶群によって構成される群落。水分環境に対

してもっとも高い指標性を有する群落と考えられる。

・該当永久方形権

　　PQ－14，PQ－19，PQ－28，PQ－29，PQ～36，PQ－27

　生活形スペクトルC群：

　おもにTh，H，　H薮，Gの草本植物種群が多いが，　N，M，MM　の大本植物をも

混生する群落。

。該当永久方形椎

　　PQ－3，PQ－4，PQ－2ユ，PQ－22，PQ－26，PQ－34

　生活形スペクトルD群：

　おもにTh，H，　HH，Gの草本植物の割合いが高いが，N，M，MMの大本植物

種群をも混生する。またC群よりN，M，MMの割合が高い群落。

。該当永久方形権

　　PQ－！，PQ－8，PQ－9，PQ－20，　PQ－23，PQ－38

水分環境に特別高い指標性を示さない調査区

生活形スペクトルA群：

一年生草本植物と半地中植物種群の2群のみで構成される草本植物群落。

。該当永久方形権

　　PQ－！1，PQ－12，王）Q－13，PQ－33

生活形スペクトルε群：

全生活形の植物を含む森林群落のうち自然生の群落。

。該当永久方形権

　　PQ－2，PQ－20，PQ－25，PQ－31－a，　PQ－31－b，　PQ－32

生活形スペクトルF群：

全生酒の植物を含む森林群落のうち人工林。

Q該当永久方形権

　　PQ－5，PQ－10，PQ一玉5，PQ－！6，PQ－18，f）Q－35
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表3　全出現種数の変化

全出現種数の変化 調　　査　　区　　番　　号

急激に増加しつつある PQ－5，PQ－15，PQ－25，　PQ－26，　PQ－30，PQ～35

増加の傾向にある PQ－3，　PQ－9，PQ－10，王）Q－16，PQ－18，PQ－19，

oQ－22，PQ－31a，PQ－31　b，PQ－32

ほとんど変化がない PQ－4，｝）Q－8，PQ～11，PQ－12，PQ－14，PQ－21，

oQ－33，PQ－34，PQ－36

減少の傾向にある PQ－23，PQ－29

春季と秋季栢で異なる PQ－／，PQ－2，PQ－13，PQ～20，PQ－27，PQ－28，

oQ－38
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り）永久方形区番号　野癒一箋

　ω　優占種：スギ　　　　　　　　　　　②　群落の生活形：常緑高木針葉樹株

　（3｝群落階繍：4層　　　　　　　　｛4｝調査画積：20紐×20m

　｛5｝海抜蕎度：820m　　　　　　　　　　　｛6）方位，傾斜：醤W－100

　｛7）群落の特性

　　　　　スギの入墨植栽椋，小さな沢に沿った湿潤立地にある。

｛8｝出現種の動態

　の消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　9　種

　スギ，ミズキ，アプラチャン，ヤマウコギ，

　コバギボウシ，ハクモウイノデ，ヤマガシ

　ュウ，ツ摯バナ，サワギク

秋季相：　6　種

　ミズヒキ，マムシグサ，ヤマガシュウ，ツリフ

　ネソウ，ツリバナ，ハクモウイノデ

ti）消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季．相：12種

ヤマアジサイ，シラネセンキュウ，モ

ミジイチゴ，ボタンネコノメ，アカネ，マ

ムシグサ，ツリフネソウ．チヂミザサ，ガ

ンクビソウ，レンプクソウ，ウチワドコロ，

フキ

秋季相：18種
　スギ。ミズキ，アプラチャン，シラネセンキュ

　ウ，モミジイチゴ，ボタンネコノメ，コバギボ

　ウシ，アカネ，クサコアカソ，コスミレ，ハク

　モウイノデ，チヂミザサ，ヤマハッカ，ミゾソ

　バ，トボシガラ，セキヤノアキチョウジ，アケ

　ビ，ハナタデ

雛）階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：1種　　　　 秋季相：2種
ウワミズザクラ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマアジサイ，ウワミズザクラ

lV）消失した種

　　春季絹：　1　種

ハナイカダ

秋季絹：　4　種

　オオバノヤエムグラ，クモキリソウ，

　ヘビノネゴザ，ノイバラ
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V）薪たに侵入した種

　　春季植：　3　種

ツボスミレ，ヤマイヌワラビ，ヒトリシズ

カ，チタケサシ

秋黍櫓：　3　種

　ケマルバスミレ，ヤマゼリ， タチシオデ

vD増加傾鶴にある種

　　春季相：　3　種

チヂミザサ、サワギク，ハナタデ

秋挙相：　2　種

　マムシグサ，レンプクソウ

vの減少傾向にある種

　　春季相：　6　種

コスミレ，ウワミズザクラ，ウチワドコロ

シラネセンキュウ，クサコアカソ，ウチワ

ドコロ

秋季相：　4　種

　モミジイチゴ，アプラチャン，

　ウ，クサコアカソ

シラネセンキュ

｛9｝全出雨量数の変化　　Fig・2参照

　　　春季相は増加傾向にあるが，秋季相では減少の傾向にある。

⑯　状　況

　　　調査数次5

　　　調査数次6

杉の本が方形区内に倒れ込んでいたため，一部では林床に打撃あり。水

量は多い。

水量多く，ネコノメソウ類が多くなっている。
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現種数
i種）

J◎

W◎

・

6⑪

S0

d◎

@◎
　　璽　釜　3　曝　　　唾　盤　3

　　　　　　春季粕　　　　　　　　　　　　　秋季楮

璽麺．2　永久方形卜書号鞠一1における全出現戸数の葎次変化

　　　　　　　　　　　　　　一！G一

　調査年次4



曙）承久方形区番号　P⑭一2

　｛1｝優占種：コナラ　　　　　　　　　（2｝群落の生活形：夏緑広葉高木林

　（3｝　群落階騒；　桑鷹養　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛4｝　調査1蟻績：　20Pα×20　m

　｛5｝海抜高度：975m　　　　　　　　　　　｛61方位，傾斜：N－10。

　｛？｝群落の特性

　　　　　山地の尾根状地にある夏緑二次林，中康立地上ではもっとも自然に近い森林植生

　｛8｝畠現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：29　種　　　　　　　　　　秋季相：　一　種

　　コナラ，シラカバ，コブシ，ニガキ，ウワ

　　ズミザクラ，ミズキ，カスミザクラ，ミツ

　　バアケビ，ヤマボウシ，、ヤマウルシ1ミヤ

　　マイボタ，ツリバナ，コパノガマズミ，サ

　　ワフタギドガマズミ，サンショウ，ダンコ

　　ウバイ，ズミ，ヤマツツジ，ウリカエデ，

　　アキノキリンソウ，ツルウメモドキ，タチ

　　ドコ障，ミヤマナルコユリ，サラシナショ

　　ウマ，ツサガネニンジン，チダケサシ，ヤ

　　マウコギ

　　の消長をともなわない量的変化のあった種

　　　　春季稻：　15　種　　　　　　　　　　秋季相：　一　種

　　ホウノキ，　クリ，フジ，コマユミ，オトコ

　　ヨウゾメ，ツノハシバミ，ヘビノネゴザ，

　　アケボノスミレ，サルマメ，エイザンスミ

　　レ，タカネソウ，ノイバラ，ホソバヒカゲ

　　スゲ，キバナアキギリ，ヒトリシズカ

揃）階三三に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　3　種　　　　　　　　　　秋季相

コマユミ，ヤマウルシ，フジ

iv）消失した種

　　巻藁相：　7　種

ヒメノガリス，テンナンショウ属の一種

イカリソウ，タチシオデ，ミヤコザサ，

ノブドウ，シナノザサ

種

秋季相；　一　種
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V）薪た｛こ侵：入した種

　　春季槽：　9　種

タンナサワフタギ，モミジイチゴ，ミヤマ

ガマズミ，エンコウカエデ、タニセリモド

キ，オオバギボウシ，ウリハダカエデ，ソ

ヨゴ，ミヤマウグイスカグラ

vi）増加傾向にある種

　　春季相：　4　種

コマユミ，モミジイチゴ，サルマメ、タガ

ネソウ

秋季相

秋季掘

種

種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　3　種

オトコヨウゾメ，ヘビノネゴザ，ホソバヒ

カゲスゲ

秋季絹 種

｛9｝全出現函数の変化　　F磨3参照

囎　状　況
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現種数
i種）

⑪◎

I◎

U◎

S◎

d⑪

掾A

　　聾　　慧　　3　　轟　　　　慧　　2　・3

　　　　　　春季網　　　　　　　　　　　　　　秋季相

魏霧。3　永久方形区番・号聖箋一劉こおける全壌三種数の奪次：変化

　　　　　　　　　　　　　　一ゑ3一

調査年次



耀）永久方形区番号　騨Q－3

　ω　優占種：アカマツ　　　　　　　　②　群落の生活形：常緑針葉亜高本林

　（3｝群落階属：3溺　　　　　　　　　　　｛4｝調査藤積：10Pαx10m

　㈲　海抜高度：935m　　　　　　　　　　㈲　方位，傾斜：L

　（7｝群落の特性

　　　　　谷部の湿潤立地に発達したアカマツのパイオニヤ群落

（8｝出現種の動態

　1）消長，量的変化ともになかった種

　　　春挙栢：13種
　アカマツ，コナラ，ノリウツギ，ニシキギ，

　ズミ，ミヤマイボタ，マツバスゲ，シナノ

　ザサ，ミツバツチグリ，ヘビノネゴザ，ヒ

　メスゲ，コマユミ，クマヤナギ

　　　　　1

秋挙相：　9　種

　フジ，ニシキギ，ミヤマイボタ，ニッコウシダ，

　マツバスゲ，シナノザサ，コマユミ，ヤマウル

　シ，ノガリヤス

沿消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季相：　9　種

ノイバラ，レンゲツツジ，ヤマドリゼンマ

イ，ニッコウシダ，ミズキ，ヤマツツジ，

ホソバヒカゲスゲ，コバノギボウシ，チダ

ケサシ

秋挙相：15種
　アカマツ，コナラ，ノリウツギ，ズミ，レンゲ

　ツツジ，ヤマドリゼンマイ，ミズキ，ヤマツツ

　ジ，ミツバツチグリ，ヘビノネゴザ，ヒメジョ

　ン，ヒメスゲ，ホソバヒカゲスゲ，コバノギボ

　ウシ，ツボスミレ

翫）階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　9　種

アカマツ，フジ，ノリウツギ，ズミ，ウワ

ズミザクラ，ノイバラ，クロツバラ，カス

ミザクラ，クマヤナギ

秋季相：　6　種

　ノイバラ，クマヤナギ，クロツバラ，ツルウメ

　モドキ，ノブドウ，カスミザクラ

lV）消失した種

　　春季相：　4　種

ヌカボシソウ，オオヤマフスマ，ミミナグ

サ，タネツケノくナ

秋挙絹：　4　種

　ススキ，カタバミ， トコロ，ハネガや
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V）薪たに慢入した種

　　春季相：　3　種

カラコギカエデ，アキノキリンソウ，ヤノ

ネグサ

秋季相：　3　種

　コバノガマズミ，カラコギカエデ，ムラサキシ

　キブ

VD増撫傾向にある種

　　春季細：　4　種

ウワズミザクラ，ミズキ，ツボスミレ，

ザゼンソウ

秋季相：　5　種

　フジ，ウワミズザクラ，ミズキ、アカマツ，

　ツボスミレ

》の減少傾向にある種

　　春季相：　0　種 秋季編：　2　種

　ノイバラ，ノリウツギ

｛9｝全畠現種数の変化　　Fig．4参照

　　　春季相は増加の傾向にあり，秋季相も若干の増加の傾向にある。

㈱　状　況
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噂

現種数
i種）

J◎

I⑪

戟

4⑪

ﾜ⑪

@⑪ 調脊鷹

　　竃　黛　3　4　　　畷　盤　3

　　　　　　春季栢　　　　　　　　　　　　　　秋季粗

郵霧．轟　永久方彫区餐号翼ひ3における金出環種数の隼凝変北

　　　　　　　　　　　　　擁6＿



喋）永久方彫翼餐馨　郵｝難一轟

　｛三｝　優占種：ミヤマイボタ　　　　　　　　（幻　群落の生濤形1落葉低木林

　（3｝　群落聾薯簾曇：2層　　　　　　　　　　　　 ｛曝｝　講査1頁1積：51纂×10篁〔三

　㈲　海叛高度：935瓢　　　　　　　　　　　｛6｝方泣，三斜：L

　｛7｝群落の特｛生

　　　　　谷部の沢地にあり，湿潤立地上の低木マント群落

　⑧　出現種の動態

　　i）溝長1，鷺的変北ともになかった種

　　　　春季相：　7　種　　　　　　　　　　秋挙絹：　5　種

　　ミヤマイボタ，ノイバラ，ノサウツギ，ツ　　　　　ヨモギ，ミツバアチグリ，ヤノネグサ，アシボ

　　ボスミレ，ヨモギ、ヤマアゼスゲ，アプラ　　　　ソ，ムカゴニンジン

　　ガや

護）　消長をともなわなし、量的変イヒ1のあった種

　　春i二相：　11種

ミズキ，マツバスゲ，チダケサシ，ヒメシ

ロネ，ススキ，ミツバツチグリ，ヒメシダ，

ヒメジョオン，ゴウソ，タネツケバナ，オ

オヤマフスマ

秋季相：　17種

　ミヤマイボタ，ノイバラ，ミズキ，ノリウツギ，

　ツボスミレ，マツバスゲ，チダケサシ，ヒメシ

　ロネ，ススキ，ヒメシダ，ヤマアゼスゲ，アブ

　ラガヤ，ウナギツカミ，コマツカサススキ，ノ

　ガリヤス，ヤマキツネノボタン，ミゾソバ

瀟）階騒劉に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：9種　　　　　　秋季絹：o種

ly）消失した種

　　春挙相1　2　種

サワギキョウ，ノハナシ露ウブ

　　秋…撃緯：

　　　ニガナ，
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4　種

スイバ，サワギキョウ， ヤマアワ



V）薪たに侵入した種

　春季相：　i　種

アカバナ

秋季粗：　4　種

　ヤマドリゼンマイ，ヒメジソ，

　カラコギカエデ，ジガバチソウ

》D増舶傾向にある種

　　春季相：　5　種

アプラガヤ，ミズキ，ウナギツカミ，ヤマ

アゼスゲ，ミゾソバ

秋季相：　3　種

　ウナギツカミ，ミズキ， チダケサシ

Vの減少領向にある種

　　春季絹：　1　種

ヤマアワ

秋季相　　◎　種

｛9｝全生平種数の変化　　籍墓・5参照

鰍　状　同
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現種数
i種）

◎◎

香搓

⑪羅

搓c

掾@

J�
　屈　　盤　　3　　尋　　　　駆　　盤　．3

　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

竃．§　永久方形区番号聖毫縄における全幽王種数の隼次変化

　　　　　　　　　　　　　一19一

蒼年次



喋）永久方i彫区：書号　騨Q一菖

　ω優占種：カラマツ　　　　　　②群落の生活形：夏緑針葉高木椋

　｛3）群落階下：3層　　　　　　　　｛4｝調査面積：15m×20m
　｛5）海抜高度：965m　　　　　　　　　　｛6〕方位，傾斜：．L

　｛7｝群落の特性

　　　　　カラァツの入工植栽林，ゆるい闘状谷部にある。

　⑧　出現種の動態

　　｝）消長，量：的変化ともになかった種

　　　　春挙相：　18　種　　　　　　　　　　秋季相：　一一　種

　　カラマツ，クリ，コナラ，ノリウツギ，ダ

　　ンコウバイ，ヤマグワ，ミヤマウグイスカ

　　グラ，タラノキ、カスミザクラ，カラコギ

　　カエデ，ワレモコウ，，ヘビノネゴザ，ノハ

　　うてザミ、・ウリカエデ，ケマルバスミレ，

　　ツリガネニンジン，オカタツナミソウ，ゲ

　　ンノショウコ

　　沿消長をともなわない量的変化のあった種

　　　　春季相：　30種　　　　　　　　　　秋季相：　一　種

　　ミズキ，ウワズミザクラ，ヒメウコギ，タ

　　ンナサワフタギ，ミヤマイボタ，レンゲツ

　　ツジ，フジ，カスミザクラ，コマユミ，ノ

　　ガリヤス，アケビ，ヒトリシズカ，ボタン

　　ヅル，タチツボスミレ，アキカラマツ，ニ

　　ガイチゴ・エビヅル・ミツバアケビ・ハバ

　　ヤマボクチ，タカトウダイ，イワガラミ，

　　ホソバヒカゲスゲ，クサボタン，スイカズ

　　ラ，ナワシロイチゴ，アケボノスミレ，．チ

　　ゴユリ，フユハナワラビ，サルマメ

　　癖）階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　　　　春挙絹：4種　　　　　秋挙櫓：＿種
　　コナラ，レンゲツラジ，フジ、カスミザク

　　ラ

　　iV）消失した種

　　　　春挙縮：　6　種　　　　　　　　　軟撃相：　＿　種

　　ヒメジョン，ナルコユリ，ジンヨウイチヤ

　　クソウ・エイ脚3ミレ・ア瓜シラネ

　　センキュウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿20＿』



V）新たに優入した種

　　春季縮：　27種

マユミ，タニセリモドキ，エンコウカエデ，

バンショウズル，ヨツバハギ、アキノキリ

ンソウ，コバノガマズミ，クサボケ，アマ

ドコロ，ベニバナイチヤクソウ

ノダケ，ヒヨドリバナ，ツルウメモドキ，

モミジイチゴ，クマヤナギ，ヤマモミジ，

キクムグラ，ヤマウコギ，ウバユリ，アヤ

メ，シナノザサ，オケラ，ワラビ，ノカン

ゾウ，ウマノアシガタ，タチシオデ，ミサ

キカグマ

秋季糧 一　種

vi）増加傾向にある種

　　春季相：　16種
タチツボスミレ，イワガラミ，アケボノス

ミレ，サルマメ，ヒメウコギ，フジ，タン

ナサワフタギ，アケビ，ヒトりシズカ，フ

ユノハナワラビ，アキカラマツ，ミツバア

ケビ，ハバヤマボクキ，タムラソウ，ホソ

バヒカゲスゲ，ナワシロイチゴ

viD滅少傾向にある種

　　春挙相：　2　種

ウワミズザクラ，ノガリヤス

秋季掘：　一　種

秋季相：　一　種

｛9｝全鐵現種数の変化　　F婚6参照

　　　春季相，秋季相とも急激に種数の増加がみられる。

鱒　状　況

一21一



現種数
i種）

∫

◎◎

W⑪

U⑪

S◎

d◎

@⑪

鯛

　　騒　艶　3　尋　　　囎　慧　3

　　　　　　春季棺　　　　　　　　　　　　　　秋季相

麟霧．6　永久方形匿番暑璽窺一斗こおける全趨琴註種数の奪次変化

　　　　　　　　　　　　　　一22一

調査年次



環）永久方形区餐号　騨Q一＄

ω優占種：ハンノキ　　　　　　　｛2｝群落の生活形：夏緑広葉高木称．

　｛3｝群落幽層：3層　　　　　　　　　　　　（塁）調査爾積：5獄x20m

　｛5｝海抜高度：880m　　　　　　　　　　㈲　方位，傾斜＝L

　｛7｝群落の特性

　　　　河川沿いに発達したハンノキの自然林．湿性立地上にある。

　｛8｝出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　13　種　　　　　　　　　　秋季相：　8　種

　　ハンノキ，ミズキ，ミヤマシラスゲ，チダ　　　　ミヤマイボタ，ミズキ，ツルウメモドキ，イヌ

　　ケサシ，ツボスミレ，カラハナソウ，ノイ　　　　ゴマ、ウワミズザクラ，オオバノヤエムグラ，

　　バラ，ツルウメモドキ，イヌゴマ，コパギ　　　　トコロ，アカネ

　　ボウシ，ウワミズザクラ，オオパノヤエム

　　グラ，ミヤマウグイスカズラ

iD消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　6　種

ミヤマイボタ，スイカズラ，マツバスゲ，

ミゾソバ，ミツバウツギ，スギナ

秋季相：10　種

　ハンノキ，スイカズラ，ミヤマシラスゲ，マツ

　バスゲ，ミゾソバ，ツボスミレ，カラハナソウ，

　ミツバウツギ，イヌゴマ，フジ

二等属周に消長をともなう量的変化のあった種

　　看…九三＝　3種　　　　　 秋季相：1種
ハンノキ，スイカズラ，カラハナソウ　　　　　　　ノイバラ

iV）消失した：種

　　春季相：　3　種　　　　　　　　　秋季相：　4　種

ワレモコウ，ドクゼリ，ゴマナ　　　　　　　　キツ弓フネ，シロネ，タネツケバナ，ズミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一



V）薪たに侵入した種

　　春季相：　3　種

タチシオデ，クマヤナギ，

ギ

タンナサワフタ

秋季相：　3　種

　ムカコ㌧fラクサ，クリ， ヤマガシュウ

vD増加傾向にある種

　　春季親：　2　種

アケビ，ツリフネソウ

秋季相：　8　種

　ツ琴フネソウ，アケビ，ツボスミレ，カラハナ

ソウ，ミツバウツギ，

ボソ

トボシガラ，フジ、アシ

》の滅少傾向にある種

　　春季相：　0　種 秋挙相：　1　種

　ミヤマシラスゲ

｛9｝全出現種数の変化　　F19・7参照

　　　春季相，秋期摺とも大きな変化がない。

㈱　状　況

　　　調査数次5

　　　　　　　6

　　　　　　　8

ハンノキ2本切られている

フジがハンノキにまきつく

細いハンノキ2本枯琵

中央部に踏跡多い

一2尋一



現種数
i種）

插J

I⑪

欠J

、

4⑪

ﾕ◎

@⑪
　　囎　塞　　3　尋　　　説　艶　・3

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季絹

襲馨．了　永久方彫区番号鞠憾における全出三種数の奪凍変北

　　　　　　　　　　　　　　一25～

調査年次



飛）永久方形区誉号　PG一駐

　｛1｝優占種：ツルネコノメソウ　　　　②群落の生活形：湿生多年生草本植物群落

　｛3｝群落階層：1層　　　　　　　　　　　傭　調査藤積：2瞭×2m

　｛5）海抜高度：915m　　　　　　　　　　｛6）方位，傾斜：W－7

　1？｝群落の特｛生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　地下水の湧水のある場所に発達した湿性多年生草本群落。

　｛8｝出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　巻…季相：9種　　　　　 秋三相：4種
　　ツルネコノメソウ，コブシ，ミズキ，ウワ　　　　ツルネコメソウ，ヒメシラスゲ，ヤマウ3ギ，

　　ズザクラ，ツボスミレ，ヤマトリカブト，　　　　ヤマブキ

　　モミジイチゴ，ヒメジョオン，クリ

li）消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季相：　5　種　　　　　　　　　　秋季粗：13　種

オタカラコウ，ツリフネソウ，ミツバウツ　　　　 オタカラコウ，ツリフネソウ，ミツバウツ・ギ，

ギ，トボシガラ，ヒロハコン即ンソウ　　　　　　　ミズキ，コブシ，ウワミズザクラ，ツボスミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ，ヤマトリカブト，モミギィチゴ，トボシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガラ，ヒロハコンロンソウ，ヤマガシュウ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイカズラ

1回忌罎別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春挙相：　0　種　　　　　　　　　秋季相：　0　種

lV）消失した種

　　着…華…絹：1種　　　　　秋季相：3種
ダンコウバイ　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンコウバイ，タニソバ，イヌザンショウ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一26一



V）紙たに侵入した種

　　春季相：　4　種

ミツバアケビ，ケチヂミザサ，アケビ，

クロモジ　．

秋季相：　5　種

　アシボソ，ヤブマメ，エガイチゴ，

　クサコアカソ，タネツケバナ

VD増躯傾向にある種

　　春季相：　3　種

ミツバウツギ，オタカラコウ，ツリフネソ

ウ

秋季相：　6　種

　ミツバウツギ，オタカラコウ，ツボスミレ，

　コブシ，モミジイチゴ，トボシガラ

vの減少傾向にある種

　　春季相：　1　種

ヒロハコンロンソゥ

秋季相　　0　種

｛9｝全出現種数の変化　　Fig，8参照

　　　春季相．秋季相ともに増加の傾向にある。

㈱　状　況

一27一



現種数
i種）

◎◎

u◎

U◎

qo

X◎

@◎

4

調査

　　聾　艶　3　4．　　噛　慧　3

　　　　　　春李相　　　　　　　　　　　　　　秋季糧

野翫S’永久露形麗餐号翼薯一§における全鐵霧種数の奪数変北

　　　　　　　　　　　　　一28一

調査年次



曙）永久方形区蓄号　鍵⑭一諦

　ω優占種：カラマツ

　｛31群落階屑：4層

　｛5｝海抜高度：930孤

　｛7｝群落の胃性

　　　　　カラマツの人工植栽林

｛2｝

｛4｝

｛6｝

群落の生活形：夏緑針葉高木林

調歪面積：7瓢×20m
方位，傾斜：L

⑧　出現種の動態

　i）消長，量的i変化ともになかった種

　　　春季相：42種
　カラマツ，ヤマウコギ，ミツバウツギ，ア

　ケビ，ミヤマイボタ，フジ，ツルウメモド
　キ，ズミ，イヌザクラ，ミヤマウグイスカ
　ズラ，ウワミズザクラ，ツノハシバミ，サ
　ワフタギ，ガマズミ，ヤマブキ，ミズキ，

　イヌガヤ，タチツボスミレ，ヒカゲスミレ，

　アカシヨヴマ，ヤマカモジグサ，フシグロ

　センノウ，ミヤマクマワラビ，ケマルバスミレ

　ヤマドリゼンマイ，ミツバツチグリ，ヤマ
　オダマキ，ボタンヅル，コブシ，ミヤコザ

　サ、ヒトリシズカ，タガネソウ，キジカク

　シ，コマユミ，キクムグラ，ノブドウ，タ
　ニ・ギキヨウ、アカネ，サジガンクビソウ，

　クサボケ，ウバユリ，オオヤマハコベ

秋季相：　一種

il）消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季相：16　種

ヤマツツジ，キバナアヰギリ，ホソバヒカ

ゲスゲ、サワギク，オオバノヤエムグラ，

レンゲツツジ，クサコアカソ、モミジイチ

ゴ．オオバギボウシ，サラシナショウマ，

アケボノスミレ，チョウセンゴミシ，チヂ

ミザサ，アカネスミレ，ヒメノガリヤス，

オオイトスゲ

秋季網：　一種

iの階物別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　7　種

ミヤマウグイスカズラ，ミズキ，チヨウセ

ンゴミン、バイカウツギ、ハナイカダ，ム

ラサキシキブ，サンカクツル

軟季相：一　種

1》）消失した種

　　春挙絹1　9　覆

ナツヅタ，ダイコンソウ，クサソテツ，ク

ルマバソウ，タイアザミ，チダケサシ，ヒ

ョウタンボク，ヤマ』 Oワ，イヌゴマ

歌…垂讃：　一種

一29一



V）紙たに侵入した種

　　春季相：　8　種

ツボスミレ，コバノガマズミ，ナンテンハ

ギ，ウリカエデ，ヘビノネゴザ，ヤマハッ

カ，ノが弓ヤス，ヤマハタザオ

歓季相 一　種

vD増躯領向にある種

　　春季相：　1董種

サワギク，オオバノヤエムグラ，モミジイ

チゴ，オオバギボウシ。サラシナショウマ

アケボノスミレ，アケビ，フジ，ヤマツツ

ジ，ホソバヒカゲスゲ，チョウセンゴミシ

vの減少傾向にある種

　　準率相：　6　種

チヂミザサ，オオィトスゲ，ミツバアケビ

キバナアキギリ，クサコアカソ，ヒメノガ

リヤス

敦季相：一　種

秋季相：一　種

〔9｝全出現種数の変化　　潤g．9参照

　　　春挙相，秋湿相ともに増加の傾向にある。

㈱状況

一30一



現種数
i種）

◎◎

ｮ◎

欠J

?◎?

c◎

@◎ 調査年次
　　凝　　慧　　3　　曝　　　　囎　　慧　・3　　曝

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季梱

醗馨．9永久方形区番号聖亀一呈0における全墨現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　　一31一



壌）永久方形薩番号　PQ一驕

　｛1｝優占種：シバ

　｛3｝　　群落階層　：　1暦

　｛5｝海抜高度：935凱

　（7）群落の特性

　　　　　ゴルフ場内の入工芝草地

　18｝出現種の動態

　　1）消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　1　種

　　ナガバグサ

｛2｝群落の生話形：多年生草本植物群落

㈹調査面積：2．5魏×4搬
㈲　方位，傾斜：L

秋季相 種

弱）消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：2種　　　　秋季相
シバ，タチイヌノフグ弓

種

紛階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　春季縮：　0　種　　　　　　　　　　秋季相

iV）消失した種

　　春季絹：　1　種

スズメノカタビラ

　　秋季相

一32一

種

種



V）新たに侵入した種

　春季相：　1　種
オオウシケノグサ

秋季相 種

vD増撫顛向にある種

　　春季掘：　3　種

シバ，タチイヌノフグリ， シロツメクサ

秋季相 種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　1　種
ハイコヌカグサ

秋季相 種

｛9｝全鐵現種数の変化　　F嬉10参照

　　　春季相．秋季相ともほとんど変化していない。

㈱　状　況

．一 R3一



現種数
i種）

掾揩

W⑪

U◎

噛

魂⑪

Q◎

@o
調査壬

　　竃　艶　　3　4　　　職　盤　　3　尋

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　秋季相

動露。鶉永久方形区番号鞠一鯛における全出現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　一34一



鷹〉承久簿彫籔馨脅　騎《襲一鰺

　掛　優占種：ナガパグサ

　｛3｝群落階屡：1講

　傷｝海抜高度：920熱

　欝　群落の特姓

　　　　　ゴルフ場殉の人工芝草地

　緯｝畠環種の動態

　　1）消長。縫約変イ乞ともになかった種

　　　春畢絹：　！　種

　　オオバコ

｛2｝群落の生港形：多年生草本橿物群落

｛嬢｝　調査藤積：3買｝×3獄

16｝方｛立，二二：L

秋季晶 晶

il）消長をともなわない量的変化のあった種

　　春挙絹：　喚　種　　　　　　　　　　秋挙相

ナガパグサ，スズメノカタビラ，シバ，ハ

イコヌカグサ

種

　D陥別1硝長をと醜う麟変化のあ。罐

　春季相：　0　種　　　　　　　　　　秋季相

露）消失した種

　　春季粗：　1　種

シロツメクサ

　　秋季相

一35一

種

種



V）紙たに侵入した種

　　春季絹：　一　種 秋季湘　　一　種

vD増加傾向にある種

　　春季栢：　2　種

ナガパグサ，ハイコヌカグサ

秋季相 種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　1　種

シバ

秋季相 種

19｝全出現種数の変化　　F癒11参照

　　春季相，秋季相ともほとんど変化していない。

α鵬　状　況

一36一



出現種数
　（種）

胤⑪⑪

畠⑪

6◎

尋⑪

慧◎

◎

噂 G

o

亀

　　騒　　慧　　3　　4　　　　囑　　慧　・3　　4

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相・

裂霧．弱　永久方形饗番畢翼新鴛にお｛ラる金出i現種数の隼次変化

　　　　　　　　　　　　　　一37一

調査年次



鷹）永久方彫区醤号　騨Q一綿

　樹　優占種：ハイコヌカグサ

　13｝群落階騒：1層

　15｝　　汚珪抜高度　：　920m

　鱒　群落の特姓

　　　　　ゴルフ場内の入工芝華地

　⑧　出甕種の動態

　　i）滴長，量約変化ともになかった種

　　　巻素絹：　3　種

　　メマツヨイグサ，ヨモギ，タチイヌノフグ

　　リ

②　群落の生濤形：多年生草本植物群落

㈹調査爾積：3狙×3孤
（6｝方位，傾斜：L

秋挙出 演

莚）消長をともなわない量的変化のあった種

　春季掘：　6　種　　　　　　　　　　秋季相

ヒメジヨン，ハイコヌカグサ，セイヨウタ

ンポポ，ヒメムカシヨモギ，シバ，スズメ

ノカタビラ

種

iの階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　春季相：　0　種　　　、　　　　　秋挙相

｝》）消失した種

　　春季相：　3　種

ナガパグサ，ニガナ，オランダミミナグサ

秋季相

姦

種

一38一



V）新た1こ浸入した種

　春挙絹1　！　種
オオウシノケグサ

秋季鶉 種

》1）増趣績1醸ζある種

　　春季糖：　3　種

シバ，セイヨウタンポポ，

ラ

スズメノカタビ

秋季樒 覆

》繹）減少傾向にある覆

　　春季霧：　！　種

ハイコヌカグサ

秋挙相 種

翻　全幅境種数の変化　　ρ思12参照

　　　春季稲はやや減少する傾向にあり，秋季梱は逆に増加の傾向にある。

㈱　状　況

一39一



趨現種数
　（種）

囑◎◎

8◎

6◎

4◎

慧⑪

《》

　　聡　鴛　3　賜　　　灘　窒　3

　　　　　　春李絹　　　　　　　　　　　　　　秋季相

郵署．短　永久方形盤番号鞠一釜3における全出現種数の難衣変化

　　　　　　　　　　　　　　一嬉0一

　調査年次
4



壌）永久方形区番弩　戸Q一纏

　｛1｝優占種：セリ

　（3｝群落階履：1層

　⑤　海抜高度：840飢

　（7｝群落の特姓

　　　　　水田放棄地の多年生草本群落。

　　　　　谷部にあり，湿潤立地である。

　｛8｝出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　1　種

　　スギナ

｛2｝

〔4｝

〔6｝

群落の生活形＝湿生多年生草本植物群落

調査面積：5磁×5斑
方位，傾斜：L

秋季相　　0　種

下）消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：2種　　　　秋季相　2種
目リ，ミゾソバ　　　　　　　　　　　　　　セリ，ミソソバ

iの階屡別に消長をともなう量的変化のあった種

　春季相：　0　種　　　　　　　　　　軟季相 0　種

iv）消失した種

　　春挙相：　0　種 秋季絹：　1　種

　アカバナ

一唄一



V）薪たに侵入した種

　春季絹：　1　種
ツリフネソウ

秋季耀 0　種

》i）増：加傾向にある種

　　春挙糎：　1　種

ミゾソバ

軟季癒 0　種

vの減少傾向にある種

　　春攣綱：　1　種

セリ

秋季相 0　種

｛9｝全出現種数の変化　Fi創3参罧

　　　春季相，秋季相ともにほとんど変化していない。

α㊧　状　況
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現種数
i種）

⑪⑪

|⑪

欠J

S◎

ﾕ⑪

@⑪
　　屈　　盤　　3　　嬉　　　　璽　　皇　・3　　尋

　　　　　　春挙相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

踊竃．鐙　永久方形区番号艶窺一鱒における全出現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　　一43一

調査年次



曙）永久方形区番号　騨Q一総

　ω優占種：カラマツ
　｛3｝　群落階層：3ノ函

　｛5｝海抜高度：875m

　（7｝群落の特性

　　　　　カラマツ人工植栽林

　⑧　出現種の動態

　　D消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：23種

　　カラマツ，オニグルミ，カラコギカエデ，

　　ミズキ，ダイコンソウ，トボシガラ，フキ，

　　サラシナショウマ，オオヤマハコベ，ゴマ

　　ナ，ツボスミレ，ヒメジョオン，ベニバナイ

　　チヤクソウ，ボタンヅル，ノブドウ，スギ

　　ナ，ゲンノショウコ，ヘビノネゴザ，タカ

　　トウダイ，コナラ，フジ，、ミズタマソウ

（2｝

｛41

｛6｝

群落の生活形：夏緑針葉高木林

調査面積：10鵬x10蹟

方位，傾斜：W弓

秋季相

雍）消畏をともなわない量的変化のあった種

　　春嵐網：　12　種　　　　　　　　　　秋季絹

ニガイチゴ，ケチヂミザサ，スイバ，オト

コエシ，アケビ，ヨモギ，ケゴンアカバナ

キクムグラ，ミツバツチグリ、アカネ，エ

ゾノギシギシ，オオヤマフスマ

種

一種

紛乱罎別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春挙相：　2種　　　　　秋挙粗　一種
ユガイチゴ，ミズキ

鞍）消失しプこ種

　　春季相：　7　種

キンミズヒキ、ノミノフスマ，ミツバベン

ケイソウ，アレチマツヨイグサ，クモキリ

ゆ・ミツバアケ巳ミヤマハコベ

一4基一

秋季相 種



V）新たに侵入した種

　　春黍相：　13種

エゾタンポポ，ミドリハコベ，コバノガマ

ズミ，ノイざラ，タチツボスミレ，カスミ

ザクラ，ヤマウコギ，ヒメシダ，タラノキ，

コメガヤ，オランダイチゴ，オトギリソウ，

モミジイチゴ

vD増加傾向にある種

　　春季相：　4　種

アケビ，オオヤマフスマ，ケチヂミザサ，キ

クムグラ

秋季相

秋季相

種

種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　4　種

オトコエシ，ケゴンアカバナ，ニガイチゴ，

エゾノギシギシ

秋季相　　一　種

｛9｝全出現回数の変化　　Fig．越参照

　　　　春季相，秋季相ともに著しく増加の傾向にある。

㈱　状　況

一45一



出現種数
　（種）

瞭。

総⑪

轟◎

4◎

2◎

◎
調査年次

　　慧　黛　　3　尋　　　　騒　　盤　　3　尋

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

罰9．繍　永久方形区番号鞠一唾5における全出現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　　一46一



樗）永久方彫区番号　PQ一脇

　ω優占種：カラマツ
　｛3｝　群落階∫蕾：　3属

　⑤　海抜高度：874鶉a

　（7）群落の特性

　　　　カラマツ入二工植栽林

　⑧　出現種の動態

　　i）酒倉，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　11種
　　カラマツ，カラコ庭蔵エデ，オニグルミ，

　　ダイコンソウ，サラシナショウマ，トボガ

　　ラシ，ヘビノネゴザ，ウワミズザクラ，ゲ

　　ンノショウコ、ナツノハナワラビ，タエギ

　　キョウ　　・

｛2｝

｛4｝

（6｝

群落の生活形：夏緑針葉高木林

調査面積：10！n×7m

方位，傾斜：L

秋季相　　一　種

画）消長をともなわない量的変化のあった種

　　看…季相　：　　15　　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋季…癬

ヤマグワ，アカネ，フキ，スギナ診アケビ

ヒメジョオン，ヤマイヌワラビ，エゾノギ

シギシ、ツボスミレ，ノダケ，スイバ，タ

ニセリモドキ，スイカズラ，ムラサキケ

マンg，オオヤマハコベ

一　種

i薩）階心迷に消長をともなう心的変化のあった種

　　春季相：　2　種

ノブドウ，トコロ

1》）消失した種

　　春季相：　1　種

幽タカ｝・ウダイ

　　秋季縮

　　秋季相

一47一

種

種



V）新たに侵入した種

　　春黍相：　16種

コウゾリナ。トラノオシダ夢ヤマガシ訊ウ

ナンバンハコベ，ツタウルシ，ヤブマメ，

ネズミガヤ，ツルウメモドキ，アカツメク

サDアレチヨイマツグサgチヂミザサ，エ

ゾタチツボスミレ参チゴユリ，ミツバアケ

ビ，クマヤナギ，ボタンズル

vD増加傾向にある種

　　春季相：　3　種

ヤマグワ，フキ．アケビ

秋季相

秋季相

一　種

種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　4　種

アカネ，スギナ，ヒメジョオン，オオヤマ

ノ、コベ

秋季相 種

｛9｝全出現日数の変化　　Fig．15参照

　　　　春季相，秋季相ともに増加の傾向にある。

囎　状　況

一48一



出現種数
　（種）

圃◎⑪

趨⑪

轟◎

4◎

鷺⑪

o

　　嘱盤3曙　騒盤・34
　　　　　　春季縮　　　　　　　　　　　　　　秋季相

麟霧．絡　永久方形麩番号翼駈総における金繊環種数の隼凌変化

　　　　　　　　　　　　　　一49門

調査年次



飛）永久方形区番号　ドQ一幅

　働　優占種：カラマツ

　｛3｝群落階罎：3層

　｛5｝　　海抜高度　：　1005m

　｛7｝群落の特性

　　　　カラマツ人工植栽林

｛2｝

｛41

｛6｝

群落の生活形：夏緑針葉高木林

調査調積：5鵬×4飢
方位，傾斜：L

⑧　出現種の動態

　の消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　23種

　カラマツ，ニガイチゴ，ヒョウタンボク，

　メギ，エゴノもアケビ，サワフタギ，ミ

　ヤマウグイスカグラ，キクムグラ。ススキ。

　オシダεアカネgサワフタギ、ミツバアケ

　ビ，ヤマウルシ，アプラチャン，タカトウ

　ダイ，レンゲツツジ，アキノキリンソウ，

　ヒメジョオン，サルマメ，ミヤマイボタ，

　モミジイチゴ

秋季親． 種

iD消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季相：　9　種

ヨモギ，カラハナソウ，ノハラアザミ，ト

ボシガラ，スイカズラ，ツボスミレ，カワ

ラナデシコ，ウツボグサ，ノリウツギ

秋季相． 種

i薩）階愚別に消長をともなう量的変化のあった種

　春季相：　0　種　　　　　　　　　秋払出 種

iv）消失した種

　　春季相：　5　種

ヒヨド夢バナ，アレチマツヨイ，ツルウメ

モドキ，ホソバヒカゲスゲ，ノコンギク

秋季相 種

一50一



V）紙たに侵入した種

　　春季相：　16　種

ミズキ，ノブドウ，カンボク，タニセリモ

ドキ，オオバノヤエムグラ，ヤマウツギ，

ヒメノガリヤス，チダケサシ，イタドリ，

ミミナグサ，ハナイカダ，ツノハシバミ，

クマヤナギ，ヒメシダ，ボタンヅル，ノイ

バ’ラ

vi）増加傾向にある種

　　春季相：　4　種

ヨモギ，トボシガラ，スイカズラ，ツボス

ミレ

秋季相’　一　種

秋季相 種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　3　種

タチツボスミレ，カラハナソウ，ノハラア

ザミ

秋季相 種

｛9）全出現種数の変化　　Fig・16参照

　　　春季相は増加の傾向にある。

囎　状　況

　　　調査i数次5　周圏の林は枝打ちがおこなわれ，下草が刈られている。

　　　　　　　　　下には駐車場ができた。

一5！一



現種数
i種）

◎◎

|◎

U6

戟搆

d⑪

@⑪

囎

調杏左

　　聾　　慧　　3　　尋　　　　祖　　盤　　3　　尋

　　　　　　春季梱　　　　　　　　　　　　　　秋季相

醗鶴6永久方形区番号鞠一量＄における金鐡現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　　一52一



環）永久方彫区番号　PQ一穆

　ω　優占種：アブラガヤ　　　　　　　　（2｝群落の生活形：多年生華木植物群落

　｛3｝群落階顧：1層　　　　　　　　　　　傾　調査面積：5憩×5m

　⑤　海抜高度：922m　　　　　　　　　｛6｝方位，傾斜：L

　｛7｝群落の特性

　　　　水田放棄地。谷部にあるが．やや地下水は低い。

　⑧　出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：3種　　　　 秋季相：5種
　　ヤマノコギリソウ，アブラガヤ，ミゾソバ　　　　　ヨシ，ゲンノショウコ，アゼスゲ，ヤブマ♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ，アカバナ

の消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　8　種

シロツメクサ，セリ。イ，スギナ，ヨモギ

ウナギツカミ，ツボスミレ，マツバスゲ

秋季絹：　16種

　セリ，イ，スギナ，アブラガヤ，ヨモギ，

　ウナギツカミ，ツボスミレ，チダケサシ，

　フジ，イヌゴマ，ススキ，コマツカサスス

　キ，ホソバノヨツバムグラ，コブナグサ，

　ヒロハノドジョウツナギ，コシロネ

顕）薩籐別に消長をともなう量約変化のあった種

　春季相：　0　種　　　　　　　　　秋季紹　　0　種

iV）消失した種

　春季相：　2　種

カモガヤ，ゴマナ

一53一

秋挙相：　6　種

　イヌタデ，シロツメクサ，ユウガギク，

　キツネノボタン，ヤマノコギリソウ，

　ミゾソバ



V）新たに侵入した種

　　春季相：　6　種

カラコギカエデ，コヌカグサ，オオバヤエ
ムグラ，・メジ。‘

Iン，C、，ex，P．

vD増加傾向にある種

　　春季相：　1　種

マツバスゲ

秋黍相：　6　種

　カラコギカエデ，オオバノヤエムグラ，

　ツリフネソウ，アキノノゲシ，アゼガヤツ

　リ，ヨメナ

秋季相：　2　種

　・ウナギツカミ，ススキ

Vの減少傾向にある種

　　春季相：　0　種 秋季相：　2　種

　コブナグサ，シロツメクサ

（9｝全畠現種数の変化　　Fig・17参照

　　　春季相，秋季相ともに一貫して増加傾向にある。

㈱　状　況

　　　調登数次8 最大草丈2，3m（ヨシ）
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現種数
i種）

J⑪

I⑪

欠J

q◎

ﾊ⑪

@◎
　　屈　　鴛　　3　　4　　　　唱　　盤　、3

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

騒霧．騨　永久方形区番号鞠一蓋9における全野環種数の奪次変北

　　　　　　　　　　　　　　一55一

調査年次



り）永久方形鷹番号　PQ一黙

　ω　優占種：ヤマアゼスゲ　　　　　　　｛2）群落の生活形：湿生多年生箪本植物群落

　｛3）群落階層：圭屡　　　　　　　　　　　〔4）調査面積：10mx2鵡a

（5）海抜高度：920m　　　　　　　（6｝方位，傾斜：L
　（？｝群落の特性

　　　　　水田放棄地沿いにある囎水路内に発達した良然生の多年生草本植物群落

　18）出現種の動態

　　の消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　10種　　　　　　　　　　秋季相：　11　種

　　ヤマアゼスゲ，ツボスミレ，フキ，ヒメジ　　　　ヤマアゼスゲ，ヒメジョオン，チダケサシ，

　　ヨオン，サワダルマ，ミツバツチグリ，フジ，　　　　フジ，ホソバヨツバムグラ，ツリフネソウ

　　ホソバヨツパムグラ，イヌコリヤナギ，　　　　　イ，ヨモギ，タネツケバナ，キンミズヒキ

　　ヒメシロネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメシダ

iD消長をともなわない量的変化のあった種

　　春挙相：　6　種

スギナ，セリ，チダケサシ，アブラガヤ，

アヤメ、ゴマナ

秋季相：　12　種

　スギナ，ツボスミレ，セ馬フキ，アプラ

　ガヤ，ゴマナ，ミゾソバ，ハンゴンソウ

　サワヒヨドリ，ヤブマメ，ヤチアザミ，イ

　ヌゴマ

　D醐別に消長をともなう量的変化筋。た種

　　春季相：　0　種　　　　　　　　　　秋季相：　0　種

｝V）滴失した種

　　春季楊：　／　種　　　　　　　　　　秋季相：　5　種

コウゾリナ　　　　　　　　　　　　　　　　　ナツトウダイ，オトコエシ，コマツカサス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スキ，ノガリヤス，アメリカセンダングサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　～56一



V）新たに侵入した種

　　春季相：　11種

カラコギカエデ，ウワミズザクラ，ミミナ

グサ，シロツメクサ，アカバナ，ヤマスズ

メノヒエ，カモガヤ，ススキ，クロウメモ

ドキ，エゾノギシギシ，ノミノフスマ，ア

ケビ

vD増加傾向にある種

　　春季相：　2　種

ヤチアザミ，セリ

秋季相：　7　種

　カラコギカエデ，クマヤナギ，アケビ，ヤ

　マガシュウ，ノブキ，ミヤマシラスゲ，ネ

　ズミガや

秋季相：　3　種

　ヤブマメ，ミゾソバ， ハンゴンソウ

Vの減少傾向にある種

　　春季相：　0　種 秋季相：　1　種

　チコザサ

｛9｝全出現種数の変化　　Fig．18参照

　　　春季相は著しく増加の傾向にあるが，秋季相はほとんど変化していない。

⑯　状　況

一57一



現種数
i種）

◎◎

香搓

◎曝

揩Q

掾@

�

�

�

査翁
　窟　　慧　　3　　4　　　　騒　　艶　　3　，4

　　　　　春季相　　で　　　　　　　　秋畢相

g．総　永久方形区番弩鞠一20における全出現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　一58一



喋）永久方形盤番号　騨《聖一灘

　樹　優占種：ヒョウタンボク　　　　　　｛2）群落の生活形：夏緑低木林

　く3｝群落階層：2層　　　　　　　　　　　樹　調査面績：2難×4m

　㈲　1毎抜高疫：990m　　　　　　　　　（6｝方位，傾斜：層一3。

　｛7｝群落の二三

　　　　　谷鶴の下姓立地に発達した低木マント群落。

　　　　　春季1こはサクラソウが群生する。

　｛8）出現種の動態

　　の消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季胡：　9　種　　　　　　　　　　秋挙相：　7　種

　　ヒョウタンボク，ノイバラ，メギ，ゴマナ，　　　ヒョウタンボク，ズミ，スイカズラ，タカ

　　マツバスゲ，ヒメシダ，ツルフジバカマ，　　　　　トウダイ，ヤマノコギリ，ヤマウ．コギ，ノ

　　イヌコリヤナギ，サクラソウ　　　　　　　　　　ブト“ウ

の消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季糧：　エ3種

ミヤマイボタ，ワレモコウ，ヒメシロネ，

スギナ，ツボスミレ，ヨモギ，カラハナソ

ウ，aシ，ツリフネソウ，チダケサシ，ア

ケビ，　卦ボシガラ，ミツバツチグリ

秋季絹：22種
　ミヤマイボタ，ノイバラ，メギ，ゴマナ，

　ワレモコウ，ヒメシ獄ネ，ツボスミレ，

　ヨモギ，カラハナソウ，ヨシ，マツバスゲ，

　ツリフネソウ、チダケサシ，アケビ，トボ

　シガラ，ヒメシダ，ツルフジバカマ，ヒル

　ガオ，クマヤナギ，コウヤワラビ，ユウガ

　ギク，ヘビノネゴザ

iの階三男ilに消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　2種　　　　　秋季梢：3種
ズミ．フジ　　　　　　　　　　　　　　　　　フジ，ズミ，クマヤナギ

鞍）消失した種

　　春季相1　3　種　　　　　　　　　　秋季絹；　7　種

ナワシ騨イチゴ，　クメ毅マノ燭ソウガキツ寒ヤ　　　　　　ナワシ繋イチゴ，　コマユミ、　建トギサソウ

ナギ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノハラアザミ，コシ寡ネ，キツネヤナギ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スギナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一59一



V）薪たに侵入した種

　　春季相：　5　種

オトギリソウ，ノハラアザミ，ニシキギ，

ジュズゴケ，タオルスゲ

秋季相：5　種

　オオバノヤエムグラ，ニシキギ，ノガリヤ

　ス，ススキ，ヘクソカズラ

VD増加傾向にある種

　　春季相：　3　種

ヨモギ，ズミ，ワレモコウ

秋季相

　ズミ

1　種

vの滅少傾向にある種

　　春季相：　6　種

ヰツネヤナギ，スギナ，ツ弓フネソウ，ミ

ヤマイボタ，ヒメシロネ，ツボスミレ

秋季相：　8　種

　メギ，ヒメシロネ，ヨシ，

　リフネソウ，チダケサシ，

　ツボスミレ

マツバスゲ，ツ

ミヤマイボタ，

（9｝全出現種芋の変化　　Fig・19参照

　　　春挙相．秋季相ともやや増加の傾向にあるが，ほとんど大きな変化はない。

㈱　状　況
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出現種数
　（種）

驚⑪◎

翻⑪

㊨◎

4◎

豊◎

◎
調査年次

　　聡　盤　3』尋　　　隅　豊　3　4

　　　　　　春季粗　　　　　　　　　　　　　秋季相

魏蟹．得　永久手彫匿番讐聡i一％における全出現種数の隼次変化

　　　　　　　　　　　　　　一61一



壕）永久方形区番号　ドQ－22

　｛1）優占種：ゴマナ　　　　　　　　　　②　群落の生活形：湿生多年生草本植物群落

　（3｝群落階礪：2層　　　　　　　　　｛4｝調査面積：2孤x2．5m

　｛5｝海抜高度：960m　　　　　　　｛6｝方位，傾斜：N－4。

　｛7）群落の特性

　　　　　谷部，水路沿いの湿性立地に発達した高○多年生草本群落，春季にはサクラソウ

　　　　　が群生する。

　（81出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　8　種　　　　　　　　　　秋季相：　9　種

　　チダケサシ，ツボスミレ，コウヤワラビ，　　　　　ゴマナ，タムラソウ，チダケサシ，ツボス

　　ノイバラ，ゲンノショウコ，スイバ，タネ　　　　ミレ，ヒメシダ，コウヤワラビ，ゲンノシ

　　ツケパナ，サクラソウ　　　　　　　　　　　　　ヨウコ，ヨツバムグラ，アカバナ

iD消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　10種
ゴマナ，アブラガヤ，タムラソウ，スギナ，

マツバスゲ，ヒメシダ，ミヤマシラスゲ，

ウツボグサ，ミヤマイボタ，トボシガラ

秋季掘：　12　種

　アブラガヤ，タムラソウ，スギナ，マツバ

　スゲ，ノイバラ，ミヤマシラスゲ，ツリフ

　ネソウ，ウツボグサ，フジ，ミツバツチグ

　リ駐ミゾソバ，ヒメシロネ

剛）階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　0　種　　　　　　　　　　秋季相：　0　種

iv）消失した種

　　春季相：　1　種　　　　　　　　　　秋季相：　4　種

ヌカボシソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドクゼリ，ツルネコノメ，ヒメジヨン，コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブナグサ
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V）紙たに侵入した種

　　春季相：　8　種

ノダケ，カヤツリグサの一種，アケボノソ

ウ，：コナラ，タカトウダイ，アキカラマツ，

ノハナショウブ，ノブドウ

秋季相：　7　種

　エゾシロネ，ノブドウ，ミズ，コナスビ，

　タカトウダイ，クサコアカソ，イ

vD増加傾向にある種

　　春季相：　2　種

ゴマナ，ヒメシロネ

秋季相：　3　種

　ミゾソバ，ノダケ， ヒメナミキ

vの滅少傾向にある種

　　春黍相＝　3　種

ミヤマイボタ，ウツボグサ，ミツバツチグ

リ

秋黍相：　3　種

　ミヤマシラスゲ，ウツボグサ，ヒメシロネ

｛9｝親出現象数の変化　　Fig，20参照

　　　春季相，秋季相ともに増加の傾向にある。

㈱　状　況
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出現種1数幽
　（種）

囎◎⑪

畠◎

6◎

4◎

鍛◎

◎

　　竃　慧　　3　尋　　　　礪　盤　　3　4

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　秋季相

翠嚢霧罰永久方駆嗣麹一愛聾お騒金出義翻の轍魏

　　　　　　　　　　　　　一64一

調査年次・



燦）永久方形区番号　騨Q－23

　ω優占種：クサヨシ
　③　群落階潤：1層

　｛5｝海抜高度：935瓢

　（？｝群落の特性

　⑧　酪現種の動態

　　1）消長，量的変北ともになかった種

　　　　春季椙：　墨　種

　　アカネ，スギナ，イヌゴマ，フジ

（2）

｛4｝

｛6｝

群落の生活形：湿生多年生草本植物群落

調査面積：2m×2搬
方位，傾斜：L

秋季相：　1　種

　アカネ

の消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季相：　5　種

クサヨシ，ヨモギ，クサフジ，チダケサシ

アキノウナギツカミ

秋季相：　7　種

　クサヨシ，スギナ，ヨモギ，クサフジ，フ

　ジ，ノブドウ，ナワシロイチゴ

暫D階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　春季相：　0　種　　　　　　　　　　秋季相　　0　種

lV）消失した種

　　春季相：　10　種　　　　　　　　　　秋季槽：　10　種

クサボタン，モミジイチゴ，オオアレチノ　　　　　キツネガヤ，タニソバ，ツユクサ，フタバ

ギク，タカトウダイ，タチイヌノフグリ，　　　　ハギ，セリ，ツボスミレ，イヌゴマ，ユウ

ツボスミレ，ユウガギク，キンミズヒキ　　　　　ガギク，キンミズヒキ，ボタンヅル

ボタンヅル，スイカズラ
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V）薪たに侵入した種

　　春季相：　3　種

ツリフネソウ，ツルウメモドキ，フキ

秋季相：2　種

　ゲンノショウコ，ヘクソカズラ

vi）増加傾向にある種

　　春季相：　1　種

ツリフネソウ

秋季相：　1　種

　クサフジ

vの減少傾向にある種

　　春季相：　1　種

ヨモギ

秋季相：　2　種

　ヨモギ，フジ

｛9）全出現種数の変化　　Fig．21参照

　　　春季相，秋季相ともやや減少する傾向にある。

⑬　状　況

　　　調査数次6

　　　調査数次8

ヒノキの若木が植林され周辺を含めかく乱の跡あり。

調査区の全：域が刈り取られ調査不能。
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現種数
i種）

插J

M◎

欠J

魂⑪

ﾕ◎

@⑪
　　欝　　慧　　3　　尋　　　　凝　　盤　　3　　4

　　　　　　春李編　　　　　　　　　　　　　　秋季絹

覇翫灘　承久方彩麩醤号夢勲一難瓢お鯵る全揚鏡種激の奪寂変麹

　　　　　　　　　　　　　　一67一

調査年次



螺）永久方形区番号　ドQ一呈5

　ω　優占種：コブシ　　　　　　　　　　｛2｝群落の生活形：夏緑広葉高木林

｛3｝醜階層：3層　　　　、　鱗調査面積：4m×7m
　｛5｝海抜高度：913m　　　　　　　　　　｛6｝方位，傾斜：

　切　群落の特性

　　　　　沢すじに発達した自然生の夏緑広葉樹林

　18｝出現種の動態

　　の消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：20種　　　　　秋二相：一種
　　アプラチャン，フジ、ウワミズザクラ，ミ

　　ズキ、ミヤマウグイスカグラ，チヂミザサ

　　カキドウシ，スギナ，キバナアキギリ，サ

　　ラシナショウマ，マムシグサ，フシグロセ

　　ンノウ，オオバノヤエムグラ，ヤマブキ，

　　ナライシダ，オシダ，ツリバナ，ホソバシケ

　　シダ，ミズヒキ、、ワニグチソウ

　　の消長をともなわない量的変化のあった種

　　　　春季相：　12　種　　　　　　　　　　秋季相：　一　種

　　コブシ，カノツメソウ，ノブキ，フキ，オ

　　オイトスゲ，ツルニンジン，ヤマホトトギ

　　ス，アケボノスミレ，ムカゴイラクサ，ダ

　　ィコンソウ，チゴユリ，キツネノボタン

iの蔭層別に消長をともなう鍵的変化のあった種

　　春季絹：　i　種

ウワミズザクラ

1》）消失した種

　　春季相：　o　種

秋二相

秋季三

種

種

一68一



V）薪たに侵入した種

　　春季相：　13　種

オトコヨウゾメ，タチシオデ，ガマズミ，

ウマノミツバ，ッノハシバミ，クロモジ，

フクオウソウ，ホトトギス，ハクモウィノ

デ，コアカソ，コジュズスゲ、スギ，コナ

ラ

秋季相 種

VD増加傾向にある種

　　春季掘：　4　種

コブシ，ツルニンジン，ミツバウツギ、シ

ラネセンキュウ

秋季相 種

》の減少傾向にある種

　　春季相：　5　種

カノツメソウ，オオイトスゲ，ヤマホトト

ギス，ムカゴイラクサ，ヒカゲミツバ

秋季相 種

翻　全畠現回数の変化　　Fig。22参照

　　　春季相は著しく増加の傾向にある。

鯵　状　況

　　　調査数次8：土沙崩れのため完全破壊．以後調査不可能。
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現種数
i種）

插J

W◎

U◎

噛

4

尋◎

瘁掾

@◎ 調査年次
　　騒　　盤　　3　　尋　　　唱　　慧　　3　　4

　　　　　　春季根　　　　　　　　　　　　　秋季相

黙露．22　永久方形臨番号輪一25における全繊現回数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　　一70一



耀）永久方形区番号　PQ－26

　ω　優占種：カラマツ　　　　　　　　　〔2｝群落の生活形：夏緑広葉亜高木林

　（3｝群落階麟：3層　　　　　　　　鱗調査爾積：4m×7搬
　｛5｝海抜高度：925職　　　　　　　　　　｛6｝方位，傾斜：Sε～5。

　｛7｝群落の特性

　　　　　カラマツの入工植栽林

　⑧　畠現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　16　種　　　　　　　　　　秋季相：　32　種

　　コクサギ，クマヤナギ，ヤマブキ，ガマズ　　　　　ミヤマイボタ，クマヤナギ，フジ、ヤマブ

　　ミ，レンゲツツジ，ヤマウコギ，スイカズ　　　　キ，ガマズミ’∫レンゲツツジ，，ヤマウコギ，

　　ラ，チダケサシ，ミゾソバ，タムラソウ，　　　　　スイカズラ，ゴマナ，ヨモギ，ミゾソバ，

　　タカトウダイ、ウマノアシガタ、アブラチ　　　　タムラソウ、ノダケ、ツボスミレ，コバノ

　　ヤン，サルマメ，ワレコモゥ，ヒメザゼンソ　　　　ギボウシ，コマユミ，クサコアカゾ，アキ

　　ゥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラマツ，ズミ，サルマメ，マツバスゲ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメシロネ，ノガリヤス，シオデ，ミツバ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツチグリ，アキノキリンソウ，シラネセン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キュウ，アケビ，　トコロ，アキノウナギツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カミ，ノイバラ，ノミノフスマ

　　lD消長をともなわない量的変化のあった種

　　　　春季相：　21　種　　　　　　　　　　秋季相：　14　種

　　スギ，ミヤマイボタ，コクサギ，クマヤナ　　　　　コクサギ，チダケサシ，コウヤワラビ，ツ

　　ギ，フジ，ヤマブキ，チダケサシ，コウヤ　　　　　リフネソウ，ヒメシダ，スギナ，タカトウ

　　ワラビ，ゴマナ，ツリフネソウ，ヨモギ，　　　　ダイ，アプラチャン，ススキ，ゲンノショ

　　ノダケ，ツボスミレ，ヒメシダ，スギナ，　　　　ウコ，トボガラシ，ヤマカモジグサ，ノガ

　　コバギボウシ，コマユミ，ズミ，ゲンノシ　　　　リヤス、ノコンギク

　　ヨウコ，トボガラシ，オオバタネツケバナ

　　iii）三山別に消長をともなう量的変化のあった種

　　　　春季相：　7　種　　　　　　　　　　秋黍相：　2　種

　　ミヤマイボタ，コクサギ，クマヤナギ，フ　　　　カラマツ，スギ，

　　ジ，ヤマウコギ，カラマツ，スギ

　　lV）消失した種

　　　　農…季相：0種　　　　　秋季凝ヨ：2種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サワフタギ，ヘクソカズラ
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V）新たに侵入した種

　　春季相：　8　種

ノミノフスマ，ヒメジョオン，ヒロバド

ジヨウツナギ，ヤマゼリ，コナスビ，タ

ネツケバナ，キツネノボタン，ヤマゼリ

vD増加傾向にある種

　　春季網：　3　種

フジ，トボカラシ，ミツバツチグリ

秋季栢：　13種
　アケボノソウ，テンナンショウ属の一種，

　ヌスビトハギ，コナスビ，タネツケバナ，

　ジガパチソウ，ツルウメモドキ，ヤブマ

　メ，ヤマガシュゥ，カマツカ，エゴノキ，

　メギ，フユノハナワラビ

秋季粗：　4　種

　ツリフネソウ，ミズ，

　チヤン

ヒメシダ，アプラ

vの滅少傾向にある種

　　春季相：　9　種

コマユミ、ススキ，ヤマブキ，スイカズラ，

ゴマナ，ノダケ，スギナ、コパギボウシ，

キンミズヒキ

早撃絹：　5　種

　ゲンノショウコ，キンミズヒキ，チダケサ

　シ，ヤマブキ，ゲンノショウコ

｛9｝全出現回数の変化　　Flg．23参照

　　　春季相，秋季相ともに大きく増加する方向にある。

d㊤状況
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現種数
i種）

⑪⑪

?⑪

U⑪

S⑪

ﾕ⑪

@⑪ 調査年次
　　屈　　2　　3　　羅　　　　騒　　艶　　・3　　尋

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

甦馨．23　永久方形区番号夢《翫26における全出環種数の隼次変化

　　　　　　　　　　　　　　一73一



1）永久方形区番号　PQ－27

　掛　優占種：ヤチカワズスゲ　　　　　　②　群落の生活形：湿生多年生草本植物群落

　｛3｝群落階層：2層　　　　　　　　　　　｛4）調査面積：2．5m×4m

　｛5）海抜高度：955m　　　　　　　　　　｛6｝方位，傾斜：S－10。

　（7）群落の特性

　　　　　地下水の湧水する湿潤地上に発達する湿生草原

　〔8）出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　4　種　　　　　　　　　　秋季相：　7　種

　　ヤチカワズスゲ，チダケサシ，ヒメシロネ，　　　　　アゼスゲ，アヤメ属の一種，ヒメシロネ，

　　リンドウ，　　　　．　　　　　　　　　　　　リンドウ，トダシバ、ヤチアザミ，ススキ

の消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　10　種

ススキ，アゼスゲ，アヤメ属の一種，チゴ

ザサ，フジ，スギナ，ミツバツチグリ，

トダシバ，ヤチアザミ，サワオグルマ

秋季栢：　7　種

　ヤチカワズスゲ，チダケサシ，チゴザサ，フ

　ジ，ミツバツチグリ、ウメバチソウ，アキ

　ノウナギツカミ

iiD階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　2　種　　　　　　　　　　秋季相：　2　種

テリハノイバラ，フジ　　　　　　　　　　　　テリハノイバラ，レンゲツツジ

iv）消失した種

　　春季相：　2　種

ニガナ，ヤマノコギ弓

秋季相：　1　種

　アケボノソウ

一74一



V）覇二た1こ｛受入した種

　　春季相：　6　種
　　　　　　　，
オトギ9ソウ，カワラマツバ，タカトウダ

イ，ヌカボシソウ。ヤマラッキョウ，イ

秋季栢：1　種

　ツボスミレ

》D増撫傾向にある種

　　春季網：　5　種

スギナ，トダシバ，ヤチアザミ，ヒメシダ，

イ

秋季相：　5　種

　チゴザサ，ミツバツチグリ，ウメバチソウ，

　レンゲツツジ，イ

vの滅少傾向にある種

　　春季相：　5　種

サワオグルマ，チダケサシ，サワギギヨウ，

フジ

秋季絹 0　種

｛9）金出現種数の変化　　F逡，鍵参照

　　　春挙縮はやや増加する傾向にあるが、三舞相はほとんど変化がない。

囎　状　況

一75一



諸
　

　　　甕c

現種数
i種）

揩O

R◎

戟

…

き

・i

き

唖

i

40

d。

@⑪

1

§

調査左

　　罐　　黛　　3　　4　　　　璽　　慧　　3　　4

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

羅鼠懇　永久手形翼餐藷難新貿ぎこお拶る全出理種数の奪数変牝

　　　　　　　　　　　　　　一76一



選）永久方形麗番号　騨趨一器

　ω　優占種：ヤチアザミ　　　　　　　（2）群落の生活形：湿生多年生草本植物群落

　③群落階溺：1屡　　　　　　　　 ㈲調査下積：2．5孤×L5瓢
　（5｝海抜高度：915m　　　　　　　　　　｛6｝方位，傾斜：ε一20

　｛7）群落の特性

　　　　地下水の湧水する湿潤地に発達する湿生草原

　⑧　出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：3種　　　　秋季相：5種
　　ヤチアザミ，スギナ，ヤマラッキョウ　　　　　　ヒメシ”ネ，ノイバラ，ツボスミレ，ノガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リヤス，ヘクソカズラ

の消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　1重　種

チダケサシ，ミゾソバ，ヒメシロネ，ノイ

バラ，ツボスミレ，ツリフネソウ，クマヤ

ナギ，トボシガラ，ヒメシダ、スイカズラ

サワギキョウ

秋季相：　6　種

　ミゾソバ，ツリフネソウ，クマヤナギ，ト

　ボシガラ，ヒメシダ，チダケサシ

1鍾）階層別に消長をともなう量的変化⑱あった種

　　春季縮：　0　種　　　　　　　　　　秋季相 0　種

lV）消失した種

　　春季椙：　0　種 　　秋摩絹：　4　種

　　　アキノウナギツカミ

　　　マツバスゲ

ー77一

スギナ，アシボソ，



V）新たに侵入した種

　　春季相：　4　種

コバノギボウシ，ノダケ，サワヒヨドリ，

チゴザサ

秋季相：　5　種

　サワヒヨドリ，イ，ヤマガシュウ，チゴザ

　サ，コバギボウシ

VD増加傾向にある種

　　春季相：　2　種

ヒメシダ，チダケサシ

秋季相：　2　種

　チダケサシ，トボシガラ

vの減少傾向にある種

　　春季相：　3　種

クマヤナギ、スイカズラ，サワギキョウ

秋季相：　4　種

　スイカズラ，ツリフネソウ，クマヤナギ，

　アキノウナギツカミ

｛9｝全出現回数の変化　　Fig，25参照

　　　春季相は増加の傾向にあるが、秋季相はほとんど変化していない。

⑬　状　況

一78一



出現種数
　（種）

祖⑪◎

載⑪

6⑪

躍◎

窒⑪

◎

　　噛　量　　3　尋　　　　騒　　盤　・3　尋

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　秋季相

賊鼠25永久方形区番号聡一28における全出現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　一79一

調査年次



耀）永久方形区書号　幹Q一量§

　ω優占種：ミヤマシラスゲ　　　 （2）群落の生活形：湿生多年生草本植物群落

　13｝　　群落階層　：　1層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（喚）　　密謂　査麟積　：　2　τr1×　2．5m

　（5｝海抜高度：10251n　　　　　　　　　（6｝方位，傾斜：L

　｛7｝群落の特性

　　　　地下水の湧水する冠水立地に発達する湿生草源

　｛8｝　出1現種の動態

　　1）消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　2　種　　　　　　　　　　秋季相：　1　種

　　ツ弓フネソウ，オオイトスゲ　　　　　　　　　　サワギク

の消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　4　種

ミヤマシラスゲ，ネコノメソウ，ノミノフ

スマ，オオイトソスゲ

秋季相：　4　種

　ミヤマシラスゲ，ネコノメソウ，ツリフネ

　ソウ，タネツケバナ

ーの階属別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　0　種　　　　　　　　　　秋季相：　0　種

醇）消失した種

　　春季網：　違　種　　　　　　　　　秋季相：　6　種

イ，マツバスゲ，アイバソウ，ヌカボシソ　　　　イ，マツバスゲ，タネツケバナ，ヒメシダ，

ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アイバソウ，ミヤコアザミ

　　　　　　　　　　　　　　　　一80一



V）新た1こ侵入した種

　春季相：　0　種 秋季相：　1　種

　ミソソバ

vD増加傾向にある種

　　春季相：　0　種 秋挙相　　0　種

viD減少傾簡にある種

　　春季相：　3　種

ネコノメソウ，ノミノフスマ，タネツケバ

ナ

秋季指：　1　種

　ネコノメソウ

｛9｝全出現西新の変化　　Fig．26参照

　　春季相。秋季相とも減少の傾向にある。

α①　状　況

　　　調査数次6：ミヤマシラスゲが多くなっている。

　　　　　　　　8月中に大雨があった。

一8！一



現種数
i種）

掾搏

o◎

U◎

」　　　　弓

羅◎

Q◎

@◎ 舌顯沓盗

　　冤　　盤　　3　　尋　　　　屈　　盤　　3，曙

　　　　　　春挙網　　　　　　　　　　　　　秋季網

劉g．26・永久方形区番号鞠一29における全出現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　　一82～



脅）永久方彫区番号　欝愈一3登

　｛1｝優占種：アカマツ　　　　　　　　　121群落の生活形：常緑針葉高本林

　〔3）群落階履：3層　　　　　　　　 纏｝講査瀬積110鵡x1◎瓢

　〔5｝海抜高度：1075瓢　　　　　　　　　｛6｝方位，額斜：ε一20。

　｛7｝群落の特雛

　　　　由地の屋根部にみられるアカマツ入工植栽林，乾牲立地上にある。

　矧　出翼種の動態

　　の消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　圭7　種　　　　　　　　　　秋季相＝　一　種

　　アカマツ，カラマツ，ヤマツツジ，クリ，

　　サワフタギ，ノサウツギ，ミズキ，コミ

　　ネカエデ，ミヤマ写ボタ，コマユミ，タガ

　　ネソウ，ワラビ，アケボノスミレ，ヘビノ

　　ネコザ，ススキ，ツルウメモドキ，ノハラ

　　アザミ

il）消浸をともなわない量的変北のあった種

　春季糧：　鎗　種　　　　　　　　　　秋季相

レンゲツツジ，イヌザンショウ，シナノザ

サ，ニガイチゴ，ヒメノガリヤス，　ミツバ

ッチグ1ヌ，サルマメ，ヤマウルシ、ズミ，

鴛ミネカエデ

種

i藝）隠層甥に消長をともなう穀的変化のあった種

　春季額：　8　種　　　　　　　　　　秋季相

ヤ’マツツジ，クリ，ミズ亭，イスザンショ

ウ，嵩ガイチゴ，ヤマウルシ，コミネカエ

デ，ノ彗ウツギ

i》）消失した種

　謬平野：　蒙　種　　　　　　　　　　秋季相

タチダ欝羅

　　　　　　　　　　　　　　　　一83一

種

覆



V）紙たに侵入した種

　　春季相：　8　種

アキノキリンソウ，カスミザクラ，ヘクソ

カズラ，ノイバラ，ミヤマウグイスカグラ，

クマヤナギ，クロモジ，ホウチャクソウ

VD増舶傾向にある種

　　春季相：　3　種

イヌザンショウ，ホソバピカゲスゲ，窯パ

ノガマズミ

ゆ滅少灘賄る種
　　春季相：　5　種

ミツバツチグリ，ズミ，ニガイチゴ，コマ

ユミ、ヒメノが弓ヤス

秋季相

秋季相

秋季根

種

種

種

翻　全出現種数の変乾　　Fig・27参照

　　　春季網，秋季指とも大きく増加する傾向にある。

囎　状　況

一84一



出現種数
　（種）

窟◎⑪

鶴⑪

轟⑪

4◎

慧◎

◎
調査年次

　　嘔　　畿　　3　　4　　　　騒　　慧　3　　尋

　　　　　　春季癒　　　　　　　　　　　　　　秋季相

藍鼠禦　永久方形藝書号翼駈紛における全出甕種数の鎌次変牝

　　　　　　　　　　　　　　一85一



遷）永久方形区：番・号　笹縫一3璽羅

　1卦　優占種：サワラ

　｛3）　　群落階属　：　虞層

　（5｝海抜高度：1075m

　（7｝群落の特性

　　　　　ノ薬王の膿林

　（8）出現種の動態

　　D消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季組：15　種

　　ヒノキ，ケヤキ，スギ，ウリノキ，スズタ

　　ケ，ミヤマハハソ，　ミヤマイラクサ，ナラ

　　ィシダ，ムカゴイラクサ，ホウチャクソウ

　　ヤマモミジ，サルマサキ、ヒカゲスミレ，

　　ユキザサ，ヌスビトハギ

｛2｝

｛4）

㈲

群落の生活形：常緑針葉高木林

調査面積：10環×10肌

方位，傾斜：L

秋季槽 種

の消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季相：　7　種

サワ先カスミザクラ，アプラチャン，ミ

ツデカエデ，フタバアオイ，イヌワラビ，

オニイタや

秋季相 種

iの階麿別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　5　種　　　　　　　　　秋季相

ケヤキ，カスミザクラ，ミッデカエデ，ヤ

マブキ，シナノガキ

紛消失した種

　　春季相：12種　　　　　秋季相
ヒメジョオン，サンカクヅル，ミヤマイボタ，

クサギ，キハダ，ヘビイチゴ，ヤマハッカ，

ケチヂミザサ，オオイトスゲ，　トボシガラ，

チゴユリ，ヒカゲイノコヅチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一86一

種

種



V）新たに侵入した種

　　・春季相：14種

ミヤマハ3べ，ヤマイヌワラビ，ニリンソ

ウ，レンプクソウ，ヤブエンジン，フユノ

ハナワラビ，カヤ，マルバ：コンロンソウ，

コブシ，ミツバウツギ，ニワトコ，アオイ

スミレ，　ヒナスミレ，　ノブキ

vD増撫傾向にある種

　　巻季絹：　6　種

ケヤキ，アプラチャン，オニイタヤ，カス

ミザクラ，フタバアオイ，レンプクソウ

秋季相　一種

秋季相　　一　種

纏）減少傾向にある種

　　春季相：　3　種

サクラ，エサンソウ，ヤマハッカ

秋季相；　一種

翻　全署現種数の変化　　F癒・28参照

　　　春季相．秋挙相とも増加の傾向にある。

趨　状　況

一87一



現種数
i種）

掾搆

{◎

欠J

S⑪

Q0

@◎

9

喝

調査年次

　　囎　2　　3　曙　　　囎　慧　　3　4

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　秋季絹

襲謬薦承久手彫藝書脅翼轟一3脇にお｛うる全鐵義種数醗黛獄変北

　　　　　　　　　　　　　一88一



り）永久方形匿蓄号　幹Q－3捲

　（！）優占種：モミ

　（3）　　群落段妻層　：　3層

　（5）海抜高度：832孤

　｛7）群落の特性

　　　　矢彦神社の社叢林

　｛8｝出現種の動態

　　1）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　16種

　　モミ，コブシ，アプラチャン，ヤマブキ，

　　カヤ，ヤマグワ，ミヤマ写字ソ，ミズキ，

　　ミツバウツギ，ヒカゲミツバ，ヒカゲスミ

　　レ，オシダ，イヌワラビ，ヤマガシュウ，

　　ウリノキ，ヤブカンゾウ

②　群落の生活形：常緑針葉高木林

㈹調査面積：20m×20瓢
㈲　方位，傾斜二L

秋季柏 種

の消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　8　種　　　　　　　　　　秋季縮

スギ，オニイタヤ，ホソバシケシダ，アマ

チャヅル，ムカゴイラクサ，ツルマサキ，

ミヤコザサ，ヤマカモジグサ

種

iiD三野闘に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：5種　　　　秋季相
モミ，オニィタヤ，マルバサンキライ，ニ

ガキ，モミジイチゴ

iV）消失した種

　　春季相：　5　種　　　　　　　　　秋季綱

ミヤマイラクサ，マメガキ、ヤマイヌワラ

ビ，ヌスビトハギ，シラヤマギク

　　　　　　　　　　　　　　　　　一89一

種

種



V）新たに侵入した種

　　春季絹：　13　種

ミヤマハコベ，ニリンソウ，ヒメニラ，ワ

ニグチソウ，マルバコンロンソウ，アオイ

スミレ，ヒロバノハネガヤ，ヤマエンゴサ

ク，ホソバシゲシダ，ムラサキケマン，タ

ニギキョウ，ユキザサ，エゾエノキ

VD増加傾向にある種

　　春季相：　6　種

ヤブニンジン，ラショウモンカズラ，オニ

イタヤ，コブシ，アプラチャン，ミヤマハ

ハソ

秋季相

秋季相

一　種

一　種

VD減少傾向にある種

　　春季相：　2　種

ムカゴイラクサ，レンプクソウ

秋季相　　一　種

19｝全出現種数の変化　　Fig．29参照

　　　春季槽，秋季相ともに増加の傾向にある。

α③　状　況

一90～



鐵現種数
　（種）

翼》⑪

露◎

㊨⑪

羅⑪

艶◎

⑪

…

1　｛
…

識蓋年次

　　篭　艶　3　4　　　唾　盤　・3　4

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季網

襲鼠鴛　永久方形区馨号襲靴3抽における金出環種数の黛次変鵜

　　　　　　　　　　　　　　一91～



燦）永久方形匿番弩　鈴Q一鍼

　（1｝優占種：モミ

　｛3｝　蓉封〆階κ§：4κ尋

　｛5｝海抜高度1330m

　（7｝　群落の特等

　　　　　矢彦神社の社叢林

　⑧　出髪種の動態

　　1）消長，量的変イヒともに二なかった種

　　　　春季相：！8　種

　　モ㍉ケヤキ，ヒノキ，コブシ，ミツデカ

　　エデ，アプラチャン，ウワミズザクラ、ヤ

　　マブキ，ハンショウヅル，オエイタヤ，カ

　　ヤ，ヒカゲミツバ，ウチワドコ獄，ノブキ，

　　アケビ，ユキザサ，レンプクソウ，ヒメニ

　　ラ

②

｛4｝

㈲

群落の生活形：常縁針葉高木鉢

調査纈績：40襲α×10拠

方位，傾斜：L

秋季絹 一　種

iの消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季栢：　13　種　　　　　　　　　　秋季椙

ミツバウツギ，ミヤマィラクサ，ムラサキ

シキブ，ホウチャクソウ，ヒカゲスミレ，

ムカゴイラクサ，ツルマサキ，ヘビノネゴ

ザ，イヌワラビ，アオイスミレ，ヤブニン

ジン，ワニグチソウ，ニリンソウ

一　種

霜）階三巴こ消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：　2種　　　　　 秋季相

ケヤキ，ミズヒキ

種

鞍）消失した種

　　春挙絹：！2　種

ク1ノ，ミズヒキ、ナラガシワ，ヤマグワ，

チヂミザサ，ヤマウコギ，クサイチゴ，ア

カネスミレ、マメガキ，　カギドウシ，イボ

タノキ，ウマノミツバ

秋季網　　一　種

一92一一



V）新たに侵入した種

　　春挙相：　9　種

キハダ，ヒロバノハネガヤ，ハンショウヅ

ル，ミズキ，ヒナスミレ，ミツバ，ヤマエ

ンゴグサ，キツリフネ，マムシグサ

秋季相 種

vD増加傾向にある種

　　春季相：　6　種

アオイスミレ，ミツバウツギ，ミヤマイラ

クサgミヤマハハソ，ホウチャクソウ，イ

ヌワラビ

秋季根 一　種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　4　種

ヘビノネゴザ，ワニグチソウ，ヒカゲスミ

レ，イブキヌカボ

秋季根 種

｛9）金出現種数の変化　　F潜30参照

　　　春季相、秋季相ともに増加の傾向にある。

㈱　状　況
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欄

現種数
i種）

掾搦

⑪6

J尋

摧ﾕ

掾@

J�

�

i蓋肉

　魍　慧　　3　尋　　　　魍　　盤　　3　4

　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　秋季相

縁鋤　永久方彫薩番磐璽竜一32における全出環種数の隼次変化

　　　　　　　　　　　　　一94一



り）永久方形区番号　PQ－33

　に）優占種：シバ
　（3）　　群落階層　：　1層

　〔5）海抜高度：935孤

　（7｝群落の特性

　　　　　ゴルフ場内の芝草地

　⑧　出現種の動態

　　D消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　0　種

②　群落の生活形：多年生草本植物群落

｛4｝　調査霞積：3茎嶽x3m

｛6｝方位，傾斜：L

秋法相：1種
　ナガパグサ

麺）消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　3　種　　　　　　　　　　秋季相

シバ，スズメノカタビラ，ナガパグサ

種

ilD薩層別に消長をともなう量的変化のあった種

　春季粗：0種　　　　秋季相　0種

iV）消失した種

　　春二相：　1　種

シロツメグサ

　　秋季相　　0　種
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V）新たに侵入した種

　春季相：　1　種

ハィコヌカグサ

秋季相：2　種
　ハイコヌカグサ， オオバコ

Vの増加傾向にある種

　春季絹：　1　種
スズメノカタビラ

秋季根：　1　種

　スズメノカタビラ

vの減少傾向にある種

　　春季相：　1　種

ナガパグサ

秋季相 種

｛9｝全出現正数の変化　Fi墓．31魏忍

　　春季粗，秋季相ともまったく変化していない。

⑳　状　況
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出現種数’
　（種）

憩⑪⑪

毬⑪

6◎

尋◎

盤⑪

◎
調査年次

　　覇　盤　3　轟　　　騒　慧　3　尋

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

騨鑑鋼　永久方彫区一書蜜毫一33における全出環種数の奪次変化

　　　　　　　　　　　　　一97一



r）永久方形区番号　PQ－3磯

　働　優占種：ミヤマイボタ

　13）　群落多皆褥：2懸

　｛5｝海抜高度：987m

　｛7）群落の特性

　　　　湿生立地上の低木マント群落

　｛8｝鐵現種の動態

　　D消畏，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：　6　種

　　ミヤマイボタ，ヒメシダ，オオバノヤエム

　　グラ，タカトウダイ，ツリフネソウ，スギ

　　ナ

｛2｝

｛41

｛6｝

群落の生活形：落葉低木林

調査面積：L3m×2m
方位，傾斜：NW－5。

秋季相：　5　種

　ミヤマイボタ，フジ，ヨモギ，ツリフネソ

　ウ，ニガイチゴ

iD消長をともなわない量的変化のあった種

　　春季相：17種　　　　　秋季相：11種
ミヤマイボタ，ノイバラ，ズミ，フジ，　　　　　ノイバラ，ズミ，ヒメシダ，ツボスミレ，

マツバスゲ，クマヤナギ，ツリフネソウ，　　　　クマヤナギ，ツリフネソウ，ゴマナ，

ヨモギ，ゴマナ，コウヤワラビ，アキノ　　　　　コウヤワラビ，アキノウナギツカミ，

ウナギツカミ，クロツバラ，オオバノヤ　　　　　チダケサシ，ニガィチゴ

エムグラ，サクラソウ，トボシガラ，ス

ギナ，タニギキョウ

iの階層別に消長をともなう量的変化のあった種

　　春季相：7種　　　　秋季相：3種
ミヤマイボタ，ノイバラ，ズミ，クマヤ　　　　　クロツバラ，カラハナソウ，ズミ

ナギ，クロツバラ，ニガイチゴ，カラハ

ナソウ

iV）消失した種

　　春季相：5種　　　　　 秋季相：6種
ツボスミレ，ミツバツチグ，り，クマヤナ　　　　　ヨシ，ヒメナミキ，ヒロハノドジョウツナ

ギバゾソベア7ボノソウ　　　　ギバゾソ・・材バノヤエムグラ・アケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボノソウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一98一



V）薪たに侵入した種

　　春季相＝　5　種

ヒメシロネ，ボタンヅル，カラハナソウ，

ツルフジバカマ，スイカズラ

秋季粗：　5　種

　ボタンヅル，ツルフジバカマ，ヒメシロネ

　カラハナソウ，スイカズラ

vD増加傾向にある種

　　春季相：　1　種

トボシガラ　　　　　，

秋季相：　2　種

　トボシガラ，クマヤナギ

vの織少傾向にある種

　　春i季相：　8　種

ゴマナ，コウヤワラビ，アケボノソウ，

ツボスミレ，ミツバツチグ弓，ミゾソバ，

マツバスゲ，サクラソウ

秋季相：　5　種

　アキノウナギツカミ，ゴマナ，コウヤワラ

　ビ，マツバスゲ，ヒメシダ

謝　全出現種数の変化　　Fi脅32参照

　　　春季相、秋季相ともにほとんど変化していない。

㈱　状　況
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現種数
i種）

…　　…

◎⑪

L◎

欠J

S◎

瘁掾

@轟

き

福

　　　州・　　　　i

i

…

調査垂

　　慧　慧　3　4　　騒　慧　3　4

　　　　　　春季縮　　　　　　　　　　　　　　秋季絹

羅霧．鐙　永久欝影籔難彗誕薪鍵における棄鐵覇種婁鱒奪凌変乾

　　　　　　　　　　　　　一憩G一



り）永久方形区番号　PQ－35

　｛1｝優占種：カラマツ　　　　　　　　　②　群落の生活形：夏緑針葉高木林

　｛3）群落階層：4屡　　　　　　　　　　　　㈹　調査面積：20m×20m

　｛5）海抜高度：905阻　　　　　　　　　｛6）方位，傾斜：L

　（7｝群落の特性

　　　　　カラマツ入工植裁林

　（8）出現種の動態

　　i）消長，量的変化ともになかった種

　　　　春季相：22　種　　　　　　　　　　秋季椙：　＿　種

　　カラマツ，アカマツ，カスミザクラ，イヌ

　　ザクラ，ミズキ，ミヤマザクラ，クリ，サ

　　ワフタギ，ズミ，コバノガマズミ，ノリウ

　　ツギ，ヤマウコギ，ヤマウルシ，シシガシ

　　ラ，タカトウダイ，ソヨゴ，ヘビノネゴザ，

　　オケラ，ヒヨド弓バナ，ウリカエデ，ヒメ

　　ノガリヤス，アヤメ

　　の消長をともなわない量的変化のあった種

　　　春季相：　14　種　　　　　　　　　　秋季梱：　一　種

　　ズミ，クリ，ヤマウルシ，ホソバヒカゲスゲ

　　サルマメ，コバノギボウシ，ミツバアケビ

　　チゴユリ，ウリカエデ，タチドコロ，コマ

　　ユミ，コナラ，ミヤマウグイスカグラ，ア

　　ケビ

　　1の階篠別に消長をともなう量的変化のあった種

　　　春季梢：10種　　　　　秋季網：一種
　　ズミ，クリ，ヤマウルシ，レンゲツツジ，

　　コナラ，ヤマウコギ，アケビ，タチシオデ

　　ノイバラ，コバノガマズミ

　　iv）消失した種

　　　春季縮：　3　種　　　　　　　　　　秋季相：　一　種

　　ワレモコウ，マルバアオダモ，イチヤクソ

　　ウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一101一



V）新たに侵入した種

　春季相：　6　種

コメガヤ，スイカズラ，コシアブラ，モミ

ジイチゴ，ミツバツチグリ，クサボケ

秋季相 種

vD増加傾向にある種

　　春挙絹：　8　種

コマユミ，ズミ．クリ，コナラ．コバノガ

マズミ，チゴユリ，アケビ、ミヤマウグイ

スカグラ

秋季相 種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　5　種

ミツバアケビ，ヤマツツジ，シナノザサ，

サルマメ、コバノギボウシ

秋季相 種

｛9｝全畠現種数の変化　　Fig．33参照

　　　春季相では著しく増加しつつある。

α9｝状　況

　　　調査数次8：冠水少なく立入り可能。
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現種数
i種）

J⑪

{⑪

U⑪

、

轟◎

吹掾

@◎

　　揖　盤　3　曝　　　履　塗　・3　尋

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　秋季相

F韮謬．33永久方形区番号P9－35における全出現種数の年次変化

　　　　　　　　　　　　　一ユ03一

調査年次



1）永久方形薩番号　PQ－36

　（1）優占種：カサスゲ

　③　群落階顧：1層

　｛5｝海抜高度：839m

　｛7）群落の特性

　　　　水沼地内の湿生草原

　（8）出現種の動態

　　1）消長，量的変化ともになかった種

　　　春季相：　0　種

②　群落の生活形：湿生多年生草本植物群落

（4｝調査面積：2．5m×3m
㈲　方位，傾斜：瓢

秋季梢：　1　種

　ツリフネソウ

の消長をともなわない量的変化のあった種

　春季相：　3　種　　　　　　　　　　秋季相：　5　種

カサスゲ，セリ，スギナ，　　　　　　　　　　　　カサスゲ，セリ，「スギナ，ツリフネソウ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζソソバ

iの階層別に消長を・ともなう量的変化のあった種

　春季相：0種　　　　秋季相 0　種

｝V）消失した種

　春季相：　3　種　　　　　　　　　秋季相：　1　種

アカバナ，アメリカセンダングサ，ツ婆フ　　　　　アカバナ

ネソウ

　　　　　　　　　　　　　　　　一104一



V）新たに侵入した種

　春季相：　1　種

、ソハコベ

秋季相 0　種

VD増加傾向にある種

　　春季相：　一　種 秋季相 0　種

vの減少傾向にある種

　　春季相：　1　種

カサスゲ

秋挙根：　1　種

　カサスゲ

（9｝全出現種数の変化　　Fig・34参照

　　　春季網，秋季相ともにほとんど変化していない。

囎　状　況

一105一



現種数
i種）

插J

ｮ◎

U◎

．

尋◎

Q◎

@◎ 調査年次
　　顎　　艶　　3　　尋　　　　層　　慧　　3　　尋

　　　　　　春季梱　　　　　　　　　秋拳檸

騒馨．舗　永久方形嬢番号艶繭一36における全出現種数の奪次変化

　　　　　　　　　　　　　　一106一



環）承久露彫翼醤磐　窪垂一総

　｛齢　優占種1ハンノキ　　　　　　　　　 ｛鶉

　③　群落曙屡：4騒　　　　　　　　　　　㈲
　｛§｝　　濯葺籔潭丁度　：　920窪忍　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛§｝

　絹　群落の特性

　　　　　谷郵沢すじに発達したハンノキ自然林

翻　出現種の動態

　1）消長，蚕：釣変化ともになかった種

　　　巻季絹：　11種

　ハンノキ、ネジキ，ヒヨド1戸くナ，チダケ

　サシ，・ゼンマイ，ツボスミレ、ナライシダ，

　ノハラアザミ、ヘビノネゴザ、サワフタギ，

　メギ

群落の生活形：夏緑広葉高木林

調査　画積　：　10孤x12孤

方｛立，傾斜：SW－5。

款二相：　2喚種

　ノ弓ウツギ，ヒノキ，ネジキ，カサスゲ，

　ゼンマイ，ナラィシダ，サルマメ，ミヤコ

　アザミ，モミジイチゴ，ヘビノネゴザ，

　カマツカ，サワラ，ウワミズザクラ，ミズ

　キ，タニスゲ，ナンプアザミ。タガネソウ，

　アケボノソウ，コバノガマズミ、スイカズ

　ラ，キンミズヒキ，ヤマガシュウ，ツリフ

　ネソウ、ニシキギ

ii）町長をともなわない難：的変化のあった種

　　春挙趨：　11種

ミヤマイボタ，ノ弓ウツギ，ヒノキ，カサ

スゲ，サルマメジミヤコアザミ，モミジイ

チゴ，カマツカ，アケボノソウ，ミヤマイ

ボタ，モミジイチゴ

秋季相：　3　種

　レンゲツツジ，ヤマツツジ、ヒメシダ

　　　　　　　　　r

轍）蔭雇鶉邸こ消長をともなう嚢的i変化のあった種

　　春季親：11　種

ミヤマイボタ，ヒノキ，レンゲツツジ，ミ

ツバアケビ，カマツカ、サワラ、ウワミズ

ザクラ，ズミ，カラコギカエデ，ノイバラ，

フジ

i》）消失した種

　　春季相：　2　種

ミツバアケビ，タチrコロ

秋凶相：　6　種

　ミヤマイボタ，ヒノキ，　ミツバアケビ，

　カマツカ，ズミ，フジ

秋季相：　1　種

　アキノキ1ノンソウ
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V）薪た1こ侵入した種

　　春季相：　7　種

ミヤマウグイスカグラ，ニガイチゴ，ハナ

イカダ，タンナサワフタギ，ニワトコ，タ

ニギキョウ，ニシキギ

秋季相：　違　種

　ミヤマウグイスカグラ，

　イカダ，ヤマウルシ

二・ガイチゴ，ハナ

vD増加傾向にある種

　　春季網：　2　種

アケボノソウ，ミヤマイボタ

秋季相：　2　種

　ミツバツチグリ，ハリガネワラビ，ミヤマ

　イボタ，ヤマツツジ

VID減少傾向にある種

　　春季相：　1　種

モミジイチゴ

秋季紹：　！　種

　ヒメシダ

｛9｝　全縫毒至二種数の変イヒ　　　Fig》35参舞農

　　　春季楕は増加の傾向にあるが、秋季相はほとんど変化がない。

㈱　状　況

一鐙8一



現種数
i種）

、

◎◎

ｶ◎

欠J

?◎?

ﾕ⑪

@⑪ 調査

　　騒　　惣　　3　　4　　　　雛　　慧　　3　　4

　　　　　　春季相　　　　　　　　　　　　　　秋季相

麟凱3§　永久方形区番畢蜜毫一3＄における全出環種数の隼次変化

　　　　　　　　　　　　　　一109一


